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は
じ
め
に

　

こ
れ
は
七
〇
年
に
渡
る
巨
大
ス
ケ
ー
ル
の
経
済
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
今
後
の
流
れ
を

先
導
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
危
う
い
流
れ
を
押
し
戻
す
よ
う
に
、
正
論
を
吐
い
て
は
進
み
続
け
た
経
営
者
た
ち
が
入
れ
代
わ
り
登

場
す
る
物
語
だ
。
経
済
同
友
会
の
面
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
日
常
の
連
続
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
々
と
現
れ
る
迫
力
満
点

の
展
開
が
我
々
を
魅
了
す
る
。
こ
の
「
は
じ
め
に
」
の
項
で
は
、
約
八
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
長
編
物
語
を
読
み
進
ん
で
い
く
の
を
助

け
る
べ
く
、
時
代
背
景
に
も
触
れ
な
が
ら
、
全
七
章
の
見
所
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

ド
ラ
マ
の
幕
開
け
は
、
今
で
も
多
く
の
経
済
人
が
心
の
拠
り
所
に
す
る
「
設
立
趣
意
書
」
が
起
草
さ
れ
た
一
九
四
六
年
だ
。
本
文

で
は
、
ま
ず
、「
日
本
は
い
ま
焦
土
に
ひ
と
し
い
荒
廃
の
中
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
」
か
ら
始
ま
り
、「
脳
漿
を
し
ぼ
っ
て

わ
が
国
経
済
の
再
建
に
総
力
を
傾
注
す
べ
き
秋
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
呼
び
か
け
る
趣
意
書
の
全
文
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
発
起

人
名
簿
に
挙
げ
ら
れ
た
八
三
名
全
員
の
名
簿
も
掲
載
し
た
。

　

さ
ら
に
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、「
修
正
資
本
主
義
」「
企
業
民
主
化
試
案
」「
わ
れ
ら
の
覚
悟
」「
経
営
者
の
社
会
的
責
任
」
な
ど
、
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経
済
人
な
ら
ず
と
も
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
言
葉
が
次
々
と
登
場
し
、
読
む
者
の
関
心
を
引
く
。
中
で
も
、
経
営
者
あ
る
い
は
企
業

の
「
社
会
的
責
任
」
は
、
今
日
ま
で
の
経
済
同
友
会
の
活
動
を
貫
く
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
に
謳
わ
れ
た
社
会
的
責

任
が
、
ど
ん
な
場
面
で
、
ど
ん
な
思
い
を
込
め
て
登
場
す
る
の
か
も
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
代
の
経
済
同
友
会
は
、
こ
れ
も

以
降
の
活
動
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
く
通
商
の
「
自
由
化
」
を
強
く
促
し
て
い
く
。
経
済
同
友
会
の
原
型
が
「
ま
さ
に
そ
こ
に
あ

る
」
の
が
、
四
六
年
か
ら
六
一
年
ま
で
を
扱
う
第
一
章
だ
。

　

第
二
章
に
は
、
単
数
制
の
代
表
幹
事
と
し
て
六
三
年
か
ら
七
五
年
ま
で
経
済
同
友
会
を
牽
引
し
た
木
川
田
一
隆
が
登
場
す
る
。
高

度
成
長
期
を
迎
え
、
日
本
経
済
の
「
量
的
」
な
成
長
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
経
済
同
友
会
は
六
五
年
に
『
転
機
に
立
つ
経

営
者
の
自
覚
と
実
践
』
を
発
表
、
世
の
中
に
先
駆
け
る
形
で
安
定
成
長
と
企
業
の
「
質
的
」
強
化
を
主
張
し
た
。
以
降
も
、
年
頭
見

解
な
ど
で
「
人
間
尊
重
の
社
会
」「
福
祉
経
営
」
な
ど
を
提
案
し
た
。
木
川
田
イ
ズ
ム
で
知
ら
れ
る
彼
を
扱
う
書
物
は
多
い
が
、
そ

の
理
念
と
行
動
の
軌
跡
が
第
二
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
敏
感
に
時
代
に
あ
わ
せ
、
経
済
同
友
会
の
テ
ー
マ
や
活
動
の
舞
台

が
著
し
く
国
際
化
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
る
。

　

七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
の
発
生
を
節
目
に
、
世
界
と
日
本
の
経
済
が
低
成
長
期
に
突
入
す
る
時
代
を
描
く
第
三
章
で
は
、
経

済
同
友
会
が
佐
々
木
直
代
表
幹
事
の
下
、
国
内
産
業
の
構
造
改
革
と
、
企
業
の
減
量
経
営
を
訴
え
て
い
く
姿
を
追
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
経
済
界
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
流
れ
が
、「
親
方
日
の
丸
」
産
業
の
構
造
改
革
で
も
あ
る
行
革
に
も
結
び
つ
い
て
い
く
、
と
い
う
意

外
な
展
開
に
も
興
味
が
惹
か
れ
る
。
佐
々
木
も
行
革
推
進
五
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
行
革
に
は
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い

て
経
緯
を
詳
し
く
紹
介
し
た
。

　

第
四
章
は
、
章
題
『
バ
ブ
ル
と
摩
擦
の
中
で
』
が
示
す
通
り
の
時
代
だ
。
日
米
経
済
摩
擦
の
最
前
線
に
立
つ
自
動
車
会
社
の
現
役
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社
長
で
あ
る
石
原
俊
を
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
迎
え
入
れ
、「
開
か
れ
た
行
動
す
る
政
策
集
団
」
と
し
て
活
動
し
て
い
く
。
摩
擦

問
題
で
は
、
提
携
団
体
で
あ
る
米
Ｃ
Ｅ
Ｄ
と
の
間
柄
も
面
白
い
。
日
米
間
の
緊
張
緩
和
を
目
指
し
、
両
者
は
八
七
年
と
八
九
年
に
共

同
宣
言
を
発
表
す
る
の
だ
が
、
意
見
交
換
の
場
を
覗
く
と
、
親
密
関
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
間
に
も
互
い
を
分
か
り

合
え
な
い
溝
が
多
々
垣
間
見
え
、
当
時
の
日
米
の
国
民
感
情
の
機
微
や
社
会
情
勢
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
。

　

石
原
の
後
を
受
け
た
速
水
優
が
直
面
し
た
の
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
、
国
内
政
治
の
五
五
年
体
制
崩
壊
だ
っ
た
。
佐
川
急
便
事

件
を
受
け
て
登
場
し
た
細
川
護
熙
内
閣
は
政
治
改
革
を
目
指
し
、
経
済
同
友
会
も
強
く
後
を
押
し
て
い
く
。
だ
が
、
改
革
法
案
は
与

党
内
か
ら
の
反
対
も
あ
っ
て
否
決
、
こ
の
時
、
速
水
ら
は
、
ど
う
動
き
、
政
界
は
ど
う
反
応
し
た
か
。
本
文
で
〝
検
証
〟
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
本
の
最
大
の
ヤ
マ
場
を
第
五
章
に
置
く
方
も
多
い
は
ず
だ
。
牛
尾
治
朗
と
小
林
陽
太
郎
と
い
う
二
人
の
代
表
幹
事
が
、
と
も

に
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
世
界
の
大
波
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
っ
た
。
前
者
は
九
七
年
に
『
市
場
主
義
宣
言
』
を
発
表
、
企
業

に
株
主
重
視
な
ど
の
市
場
主
義
の
理
念
を
掲
げ
て
行
動
す
る
よ
う
提
唱
し
た
。
後
者
は
代
表
幹
事
就
任
挨
拶
で
『「
市
場
主
義
宣
言
」

を
超
え
て
』
を
発
表
、
株
主
至
上
主
義
で
は
な
く
、
社
会
と
の
調
和
を
目
指
す
方
向
を
示
し
た
。
代
表
幹
事
の
交
代
期
に
は
経
済
同

友
会
の
内
部
に
さ
え
、
戸
惑
い
も
見
受
け
ら
れ
た
、
こ
の
大
き
な
カ
ジ
の
切
り
替
え
は
何
故
、
行
わ
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
一
見
、
水

と
油
の
関
係
に
も
映
る
両
者
の
理
念
は
、
本
当
に
相
入
れ
な
い
も
の
な
の
か
。
評
論
を
交
え
ず
、
発
言
記
録
な
ど
に
頼
っ
て
経
緯
を

追
っ
て
い
る
。

　

五
〇
歳
代
で
代
表
幹
事
に
な
っ
た
北
城
恪
太
郎
と
、
北
城
を
継
い
だ
桜
井
正
光
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
と
も
に
「
日
本
の
企
業
を

創
り
直
す
」
こ
と
だ
っ
た
。
北
城
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
立
国
す
る
こ
と
を
、
桜
井
は
日
本
勢
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
も
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
目
指
す
『
新
・
日
本
流
経
営
の
創
造
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
提
唱
し
た
。
さ
ら
に
、
民
主
党
政
権
の
誕
生
と
政
局
の
大
混
乱
を
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受
け
て
、
桜
井
は
『
国
の
か
た
ち
』
を
描
い
て
い
く
姿
勢
も
見
せ
る
。

　

二
人
を
軸
と
し
た
経
済
同
友
会
の
活
動
を
追
っ
た
第
六
章
で
は
、
様
々
な
〝
事
件
〟
に
も
触
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ラ
イ
ブ
ド
ア

事
件
を
き
っ
か
け
に
防
衛
に
走
る
日
本
企
業
へ
の
対
応
で
苦
悩
す
る
場
面
な
ど
は
、
経
済
同
友
会
の
正
直
で
人
間
く
さ
い
面
も
見
受

け
ら
れ
て
、
興
味
深
い
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
―
―
そ
れ
か
ら
約
一
か
月
半
後
に
長
谷
川
閑
史
が
代
表
幹
事
に
就
任
し
た
。
当
然
に

震
災
復
興
は
常
に
長
谷
川
同
友
会
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
た
。
地
元
高
校
へ
の
実
習
機
器
の
贈
呈
、
会
員
所
属
企
業
と
現
地
企
業
の

様
々
な
提
携
、
地
元
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
、
お
お
よ
そ
考
え
ら
れ
る
支
援
は
採
用
し
続
け
、
し
か
も
積
極
的
に
現
地
に
乗
り

込
ん
だ
。
こ
の
本
に
は
所
々
、
写
真
を
織
り
交
ぜ
て
い
る
が
、
震
災
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
写
し
た
カ
ッ
ト
に
は
、
経
済
同
友
会
関
係

者
が
注
ぐ
「
愛
情
」
と
、
現
地
の
方
々
か
ら
の
「
感
謝
」
の
表
情
が
う
か
が
え
る
。

　

も
う
一
つ
、
長
谷
川
ら
が
発
明
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
注
目
し
た
。
政
策
提
言
な
ど
を
よ
り
多
く
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
政
府
会

議
に
参
加
し
て
い
る
経
済
同
友
会
関
係
者
と
、
同
友
会
本
体
を
太
い
パ
イ
プ
で
結
び
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
た
め
の
新
組
織
も
創
設

し
た
の
だ
。
自
公
に
政
権
が
戻
り
、
経
済
界
と
政
界
の
距
離
も
近
く
な
る
環
境
が
出
来
た
矢
先
に
、
こ
う
し
た
仕
組
み
を
設
け
る
こ

と
で
、
経
済
な
ど
の
主
要
政
策
の
立
案
を
経
済
同
友
会
が
先
導
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
り
始
め
て
い
る
。

　

経
済
同
友
会
七
〇
周
年
の
年
次
総
会
で
挨
拶
に
立
っ
た
の
は
小
林
喜
光
代
表
幹
事
で
あ
る
。
従
来
の
代
表
幹
事
に
も
増
し
て
未
来

を
見
つ
め
て
い
る
。
そ
の
未
来
は
「
サ
イ
バ
ー
空
間
（
の
時
代
）
に
な
る
」
と
言
い
、「
人
間
社
会
の
継
続
が
、
そ
う
簡
単
で
は
な

く
な
る
」
と
警
告
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
こ
そ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
時
代
が
来
る
と
言
う
の
だ
。
二
〇
二
一
年
以
降
を
新
時
代
と
し
、

そ
の
前
の
現
在
は
、
様
々
な
分
野
で
「
過
去
の
延
長
線
上
で
は
な
い
」
改
革
を
行
う
よ
う
求
め
る
。
考
え
方
が
新
鮮
で
、
し
か
も
そ
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の
総
会
で
も
提
案
し
た
『
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
社
会
』（
最
適
社
会
）
で
は
、
理
論
の
説
明
に
数
学
の
Ｘ
軸
、
Ｙ
軸
、
Ｚ
軸
の
「
三
次

元
」
を
用
い
る
な
ど
、
私
立
文
系
の
筆
者
に
は
と
り
つ
き
に
く
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
何
度
も
提
言
類
を
読
み
直
し
、
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
た
つ
も
り
だ
。

　

な
お
、
こ
の
文
章
に
も
適
用
し
て
い
る
が
、
経
済
同
友
会
の
関
係
者
の
方
々
の
敬
称
は
全
て
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

年
号
は
使
わ
ず
に
西
暦
で
統
一
し
て
あ
る
。
参
考
に
し
た
文
献
と
し
て
は
、『
経
済
同
友
』
や
幹
事
会
通
報
な
ど
経
済
同
友
会
発
行

の
も
の
や
、
新
聞
各
社
の
年
鑑
、
記
事
、
さ
ら
に
は
様
々
な
経
済
関
係
の
書
物
な
ど
が
あ
る
。
可
能
な
限
り
、
文
中
に
出
典
は
記
し

て
あ
る
が
、
新
聞
記
事
な
ど
で
は
社
名
は
入
れ
ず
、「
報
道
に
よ
る
と
」
と
い
っ
た
表
現
に
止
め
て
あ
る
も
の
も
あ
る
。
特
に
文
献

一
覧
表
は
作
ら
な
い
が
、
関
係
各
位
に
大
い
に
感
謝
し
た
い
。

　

さ
あ
、
そ
れ
で
は
本
文
。
終
戦
翌
年
の
経
済
同
友
会
創
立
総
会
の
場
面
に
お
連
れ
し
よ
う
。


